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歓迎の言葉

留萌ＲＣ会長 対馬 健一
２００９～２０１０年度国際ロー
タリー２５１０地区第１グルー
プＩＭの開催にあたり、ホ
ストクラブを代表し、皆様
に歓迎のご挨拶を申し上げ
ます。
本日は、２５１０地区ガバナーを始めとします地
区役員の皆様、そして第１グループの羽幌、小
平、深川、妹背牛の各会員多くの皆様がこの留
萌の地へお集まり下さいまして、心よりお礼申
し上げます。更には、本年ＧＳＥにより留萌ク
ラブにて研修中の２３６０地区のスウェーデンから

カトリーヌ・アンダーソンチームリーダーをは
じめとする５名のＧＳＥメンバーの皆様にもこ
のＩＭにご参加頂きます事に、改めて歓迎と感
謝を申し上げます。
本日のＩＭは、折角の機会でもありますので
ＧＳＥ事業の内容と意義につきまして、後ほど
地区ＧＳＥ委員会の金坂和正様からご講演をい
ただき、ＧＳＥ事業に対するご理解と、国際交
流を深める一助になればと考え、開催させて頂
きます。国際ロータリーのジョン・ケニー会長
テーマ「ロータリーの未来は、あなたの手の中
へ」であります。各ロータリークラブのそれぞ
れの地域での活動が、未来へと繋げていけるか
どうかは、クラブメンバー一人一人の気持ちの
中にあります。このＩＭが有意義な一日であり
明日からのロータリー活動に新たな活力になる
ことを願っております。最後になりましたが、
本日は公務多忙の中、開催地留萌の高橋定敏市
長にご来賓としてご出席頂いております事に感
謝申し上げ、開催地クラブを代表して歓迎のご
挨拶といたします。

挨 拶

第１グループガバナー補佐 田中 公一
今回のＩＭは、渡邉ガバ
ナー様のご指導のもと、神
部地区代表幹事様から特段
のご配慮を頂きました。ま
たタイミング良くＧＳＥメ
ンバーの来道と重なり、沼
舘委員長さんには留萌クラブの受け入れ日程の
調整で無理を聞いていただき、誠にありがとう
ございました。さらに今後のＧＳＥの展望など
についてのご講演を、金坂地区委員さんが講師
をお引き受け下さいました。職業柄、確定申告
時期と準備期間が重なり、心苦しく思いました
が、５年前のタイのＧＳＥでも金坂様には留萌
クラブを担当していただき、その時に私がコー
ディネーターをさせて頂きましたので、もう一
度甘えさせて頂く事にしました。ロータリーの
ご縁は本日同時通訳をお願いしたトーキル先生
にも繋がりました。トーキル先生とは、２年前
のＷＣＳクリーンウォータープロジェクトのタ
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イ検証ツアーで初めてお会いしました。また、
本日ご来賓としてご出席いただいた蘭越ＲＣの
比志川様も地区のＷＣＳ副委員長さんで、タイ
にはご一緒させていただきました。
今年度の渡邉ガバナーの地区重点目標にも、
ＷＣＳプロジェクトが含まれております。私の
今までの体験が、このＩＭに結びついている幸
運に驚き、感謝しております。ここで皆様にお
願いがございます。それはもう一つの重点目標
である「そらぷち・キッズキャンプ」です。渡
邉ガバナー年度だけで終わらせてしまう訳には
いきません。地理的にも近い私たちは、例え地
区目標から外れても応援すべきだと思います。
本日のＩＭが、第１グループの今後の発展に
寄与する事を願い、ご挨拶といたします。
本日はありがとうございました。

ガバナー 渡邉 恭久様
今年の気象は大変不安定
で、留萌も雪が多いのです
が、滝川はまだまだ家の周
りは雪で埋もれています。
この度、私が敬愛してやま
ない田中公一ガバナー補佐
が第１グループのＩＭを開催し、１５０名のグ
ループの会員の方々がご参集なさったと伺って
おります。心からご苦労様と申し上げると共に、
スウェーデンからのＧＳＥ団員の参加によるＩ
Ｍが開催される事に心から敬意と祝意を申し上
げます。ＩＭにつきましては国際ロータリーに
特別な規定はありませんが、または、ＲＩ会長
からも指導や指示もありません。がしかし、北
海道のように地理的に広範な地域では、それぞ
れの地域の風土、文化経済や流通が非常に多様
化しており、その意味で地域グループごとに参
集して地域をテーマにしたり、あるいはクラブ
の情報を交換したり、さらには出会いの場を作
るという意味からも、ＩＭが大切であると思っ
ており、ガバナー補佐諸兄にこのＩＭを推奨し
てきた所でございます。従いまして、２５１０地区
ではガバナー諸兄がロータリーの思いを実践し、
クラブが活性化する事を願ってそれぞれの手法
と独自の内容でＩＭを実施されております。当

第１グループＩＭはスウェーデンからのＧＳＥ
チームの来道を機に、団員を温かく迎え、合わ
せてＧＳＥについて理解を深めていただくプロ
グラムを用意しました。国際奉仕の分野で、Ｇ
ＳＥについてのプログラムこそロータリアンに
相応しい奉仕の実践かと、その様に思っており
ます。生活習慣、家庭、教育などの文化、ある
いは国際交流、団員の職業についての知識、体
験など、この交換事業をベースにして、団員の
この知識体験が、これからの職業に非常に大き
な意義のあるプログラムになるだろうと、期待
をしています。現在ＲＩは諸般の事情がありま
して、このＧＳＥ事業をこれからも継続してい
くか討論をしています。しかし確かな良いプロ
グラムは、どんな事があっても何らかの形で継
続されていくだろうと期待しています。
スウェーデンの皆様方には、今日で１０日目で
あります。元気で楽しく、充実したプログラム
を効果的に実践されていることだろうと思って
おります。また、２０日間も残しておりますが更
に、更に実りの多い体験をして頂きたいと思い
ます。また、この団員のお世話をしていただい
ているクラブや、ＧＳＥの委員の方々に労いを
申し上げまして、この事業が効果的な事業にな
りますようにご支援頂きたく思います。
最後になりますが、スウェーデンからお越し
のカトリーヌ団長さんの素敵なお人柄と見識は
もちろんでありますが、４人の団員がそろって
良い方々ばかりで、その様な方々に北海道に来
て頂き、大変うれしく思います。
今日のＩＭが、参加された皆様にとりまして
実り多いミーティングとなります事を念じて、
ご挨拶と致します。ありがとうございました。

来賓挨拶

留萌市長 高橋 定敏様
国際ロータリーのクラブ
会員の日頃の活動に心から
敬意を表したいと思います。
皆様方との今日この出会い
に心から感謝申し上げます。
また本日は、スウェーデ
ンから素晴らしい友人が新しき地、留萌を訪ね

ＷＥＥＫＬＹＲＥＰＯＲＴ
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て頂きました。古き自由な国からこうして新し
い出会いが生まれる事に、私どもも大変嬉しく
思っております。留萌は今年１００年という時代
の歴史を感じています。一つは、留萌港という
港づくりを手がけて１００年の年を数えます。ま
た、留萌駅が出来て１００年の年を迎えました。
今日こうして明かりが灯っておりますが、留萌
電燈株式会社という電気、電力の会社が出来た
のも１００年前でございます。また、本日この会
場に大漁旗がたくさん掛かっておりますが、今
から１００年前の留萌人はサハリンや朝鮮半島ま
でニシン漁に出かけて行ったものであります。
私どもはこういう歴史の中にあって、これから
の１００年を持続可能な社会として街づくりを進
めていかなければなりません。新しい価値観で
私どもが生きていくためには、スウェーデン国
のように福祉国家と言われ、中立国であったと
いう、そういう歴史観も含めて学ぶべき事が多
くあろうかと思います。
今回の交流を通じて私どもは、次の１００年の
価値観として人と生きる為には、やはり奉仕の
気持ちであり、世界の平和を願う尊い想いとい
うのが、大切だと実感しております。そしてそ
の様に思う時、改めて世界各地で活動している
国際ロータリーのロータリークラブ会員の皆様
方に、深くあらためて心から感謝申し上げる次
第でございます。
本日お集まりの皆様方のこれからのご健勝を
心から祈念して私のお祝いの挨拶と致します。
本日は誠におめでとうございます。

＝講演＝ 「ＧＳＥについて」

ＲＩ２５１０地区ＧＳＥ委員会
委員 金坂 和正様

只今ご紹介頂きました、
ＲＩ２５１０地区ＧＳＥ委員会
の金坂でございます。札幌
真駒内ＲＣ所属でございま
す。本日のＩＭでＧＳＥに
ついてお話をせよ、と第１
グループの田中ガバナー補佐よりご指示がござ
いましたので、短い時間ですがお話をさせてい
ただきます。ちなみにＲＩというのは国際ロー

タリーの事でありまして、ロータリーのロータ
リークラブの連合体の事をＲＩと言っています。
さて、ＧＳＥとはロータリー財団の教育的プ
ログラムの一つでありまして、グループ・スタ
ディ・エクスチェンジの頭文字を取ったもので
す。ロータリー財団は国際ロータリーの財団と
言うことでありでまして、ロータリー財団の使
命として、人道的・教育的・文化的プログラム
などがありますが、この中の教育的プログラム
でございます。
ＧＳＥは研究グループ交換の事で、事業や専
門職の経験の浅い２５歳から４０歳までの男女で、
今回来道しているメンバーもデニスさんが２８歳
ですし、一番年上の方でも、３２歳の方です。参
加メンバーに文化と職業に関するまたとない交
流の機会を与えるもので、チームメンバーは滞
在国の文化や制度を体験し、自分と同じ職業が
海外でどのように実践されているかを観察しな
がら、意見交換をしたり、個人的な関係や専門
職業人としての関係を築いたりしていくという
事です。その結果専門職務の技量と指導力が磨
かれ、地域社会のニーズと国際化の進む職場の
ニーズに対処出来るようにする事が目的でござ
います。ＧＳＥプログラムでは異なる国のチー
ムが組み合わされて相互訪問するための旅行補
助金が提供されます。通常ＧＳＥチームは４人
のメンバーで、非ロータリアンでございます。
それと１人のチームリーダー、これはロータリ
アンが勤め、旅行期間は４～６週間、チームは
この期間可能な限り地元のロータリアンの家で
ホームスティをする事になっております。
２５１０地区のこれまでの実績は、１９７０～７１年度
に米国アイオワ州へ派遣。１９７１～７２年度受け入
れ。この頃は２５００地区と別れる前だろうと思い
ます。この間、米国と８回、オーストラリアと
２回、米国、カナダと１回、これは米国とブリ
ティシュコロンビア州という所です。ワシント
ン州、ブリティシュコロンビア州、いわゆる北
の方と１回。２００２～０３年からはフィリピン、タ
イ、マレーシアというようにアジア圏と行って
おります。皆さんもご記憶にあるかと思います
が、２００４年１０月にはタイのＧＳＥで、田中公一
先生がコーディネーターを務めていただき、当
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第１グループでタイチームを引き受けていただ
き、留萌クラブさん始め各クラブには大変お世
話になりました。その際、メンバーの一人方が
アップルさんだと思いましたが、水疱瘡にかか
り皆様には大変ご迷惑をおかけ、お世話になり
ました。あらためてその節はありがとうござい
ました。
今回２３６０地区との交換ですが、なぜ２３６０地区
なのかとよく質問されます。ＧＳＥの経過報告
を申し上げると、対象国選定がおよそ２年前。
２００８年３月から５月までの間にどこへ行くかを
決めなければなりません。２０１０年渡邉ガバナー
年度にＧＳＥを実施するという計画の元で、世
界のロータリークラブ宛に２５１０地区とＧＳＥを
やりませんか？という電子メールを発信いたし
ました。非常に熱心なご希望を頂戴したのが南
国ベネゼエラでございました。あとは北欧諸国
という案も上がりました。ベネゼエラの首都は
カラカスですけれども、カラカス以外は治安、
それと英語の問題など不安が指摘されました。
北欧三国、特にスウェーデンはトーキル先生か
ら英語が十分通じる国だと、それと北海道と同
じ北方圏の国だ、それとコンタクトがとれるＧ
ＳＥ委員が当時私どもの委員会におりましたの
で、早速電子メールで打診をして頂きました。
その結果、先方から快諾を頂いたので２００８年５
月にスウェーデンという事に決定致しました。
行くとなると、チームリーダーは誰にする？
チームの皆さんはどうやって募集するのかとい
う事になります。日本には先ほど高橋留萌市長
さんもお話されておりましたが、例えば、医療
問題、高齢化、介護という問題が、緊急の課題
として言われております。スウェーデンという
国は、高負担であるけれども高福祉の国という
事は私共よく知っているところでございます。
そこで日本の現状を回復させるヒントが多分あ
るんではないかとの事から、当地区からの派遣
チームを医療、福祉、介護といった業種に絞る
事で、例えば医療の経営者、介護施設の施設長
など、それと参加したいという団員として希望
する若者等、この方々にアピール度が高まって
より多くの応募が期待できるのではないか、と
の事で特別重点ＧＳＥというチームを編成する

事を決定致しました。普通のＧＳＥは、色々な
職業の方がおり、その色々な職業同士で異業種
のグループとして行くのですが、今回は特別重
点ＧＳＥという事で決めました。この事をガバ
ナー月信に掲載し、それとガバナー補佐を通し
て各クラブに募集をかけた所でございます。今
回のチームリーダーが決まったのは２００８年９月
で、この事をロータリー財団に申請をしなけれ
ばなりません。ＧＳＥを行うためには、対象国
を決めて１０月１日必着で財団に申請するルール
になっております。ですから、今年申請すると
なると熊澤ノミニー年度の開催になります。
２００９年の１月に渡邉ガバナーエレクトはサン
ディエゴで行われた国際協議会で２３６０地区のガ
バナーエレクトと会い、２３６０地区は４月１日出
発、４月２日日本入り。２５１０地区は５月１日に
日本を出発、２９日にスウェーデンを出発という
日程を相互確認しております。また今回は計画
より１日早まり、４月１日に日本入りをしてい
ます。
派遣団員の選考試験は２００９年２月１日の日曜
日に行いました。２３６０地区の方はビックリする
かもしれませんが、応募された方は１４名でござ
いました。この１４名の方に小論文を書いていた
だき、日本語と英語で質問が行われまして、採
点をして推薦ロータリークラブを決めていただ
きました。試験委員全員で公平に審査し、６名
の候補者を決定しております。結果は２月１２日
付で本人と推薦ロータリークラブに通知をいた
しました。選出された方には早速３月２１日から
研修がスタートし、１年間続けます。なお、団
員４名と補欠２名については２００９年６月に最終
決定しております。
２３６０地区の受け入れについては２００９年４月よ
り受け入れクラブと、コーディネーターの決定
をしまして、コーディネーターとガバナー補佐
の指導のもと、「職業訪問、文化体験、親睦の機
会、ロータリアンの関与」等のＧＳＥの目的目
標に従って、ＧＳＥチームの受け入れを各クラ
ブ会長やロータリアンへお願いしてまいりまし
た。さらに職業訪問や文化体験等がかなうよう
に、研修旅行計画の立案、訪問先との交渉、そ
してこれは大切なことなんですが、ホームス
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ティ先の情報の収集で、これは受け入れ家庭の
家族構成、あるいは職業、それと今風ですが、
犬とか猫とかがいるか等、これはアレルギーの
問題もありますので、これらの細かい情報も派
遣地区へ提供しなければなりません。あるいは
ホームスティをしていただく家庭にはオリエン
テーションも実施しなければなりません。作業
の進行状況を確認する意味で今回４グループあ
りますが、コーディネーター会議と言うものを
１２月までの間に３回開催致しました。
こうした準備を重ねて参りましたが、前チー
ムリーダーにどうしても日程が調整付かなくな
り、この３月に丸山パストガバナーに急遽変更
になりました。この事につきましては、チーム
リーダーの条件がありますので、後ほどお話を
いたします。そしてこのような準備を致しまし
てＧＳＥチームをお迎えしたのが２０１０年４月１
日に新千歳空港にてお迎え致しました。
今までＧＳＥについ色々お話をしてきました
が、受け入れ・派遣については色々注意すべき
点がございまして、受け入れの場合では、受け
入れ地区が財政的負担をするという事で、受け
入れグループに地区からの補助金は８万円でご
ざいます。昔はホームスティされる家庭にやは
り原価がかかるよね、という事で各家庭に補助
金が出ておりました。しかし今は無くなり、各
グループに８万円という形で行われています。
田中ガバナー補佐からは金額は言わない方が良
いのではと言われましたが、現実はこうだと言
う事を知っていただければと思います。そして
受け入れ地区に来訪チームが到着した時から費
用の負担をしていただく事になりまして、例え
ばチームの食費、宿泊代、旅行中の地区内の旅
行費。チームとチームの間の旅行費は私ども地
区が負担いたします。またホームスティの提供
が不可の場合はホテル代、地区大会に参加する
場合はその参加費と、こういったものが地区で
ご負担していただくという事になります。それ
とどうしても大切な事ですが、受け入れ地区で
今回もそうですが、９日にＧＳＥチームが来ら
れて、そして滝川に行かれる日程が大事で、特
に個々のチームメンバーそれぞれ職業が違いま
すので、個々のチームメンバーの専門職務に合

わせまして、１人につき５日の職業研究日が義
務付けられております。つまり、４週間あるも
のですから、その４週間の内の５日間に職業研
修日というものを作って下さいとの事で、もち
ろん連続した５日間ではなくて、メンバー各自
の専門分野の代表者と個人的に会う機会を作る
などが義務付けられています。
続きまして派遣についてですが、チームリー
ダーは地区のガバナー、直前ガバナー、そして
ガバナーエレクトはなる事はできません。しか
し、先ほどご報告致しましたが、選考過程が公
正且つ開かれているものである限りにおいて、
その他の元ガバナーはチームリーダーになる事
が出来るとありますので、先ほどお話した丸山
パストガバナーにお引き受けいただきました。
このチームリーダーは旅行期間中はメンバーの
個別活動時間以外はチームと行動を共にする事
になっておりますので、どの様な場合でも、旅
行が終了するまでは一行から離れる計画は出来
ないとなっております。つまり、５月１日出発
して５月２９日帰国までは、会社または病院など
を経営している方は一切会社や病院を他の人間
に委ねられる方でないと行けません。非常に大
変な事で、このチームの旅行についてチーム
リーダーが全責任を負う事になっております。
それとチームメンバーについてですが、チー
ムメンバーの候補者はキャリアの発展に出来る
限り長期的な影響を与えることを配慮し、一般
に認められている事業あるいは専門職務に現在
常勤で雇用されており、現在までその事業また
は専門職務に少なくとも２年間従事経験がある
事となっています。チームメンバーは少なくと
も４週間は勤め先を休む事になるので、経営者
や上司の理解と応援が不可欠ですし、上司同僚
などの期待に応える気力、体力、語学力といっ
た事が求められます。なお、語学研修のために
は１グループにつき１０００ドルまで、財団に申請
すると母国語を英語としないチームが行く場合
にいわゆる補助金がもらえます。
今回ＧＳＥメンバーが来道しておりますが、
どうか第１グループの皆さんにおかれましては
スウェーデンと日本、両国の国際理解と親善が
大変効果のあるこのＧＳＥ事業へのなお一層の
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ご理解とご協力をお願いします。
最後に少しＧＳＥの話と違いますが、私はこ
のＧＳＥ委員会においてホームクラブでは経験
の出来ない素晴らしい経験ができたと思ってお
ります。それは地区委員会に出る事で、他のク
ラブの委員と知り合いになり、大変良い刺激を
いただきました。また、自分のクラブの問題を
他クラブがどう考え、どう解決したかとても参
考になりました。昨今退会していく会員さんも
いらっしゃいますが、ロータリーの面白さや奥
深さを実感されたのだろうか？と残念に思う事
があります。地区委員にお誘いの話があればも
ちろん、色々な機会に積極的に参加されると、
ご自身にとってロータリーの面白さを再認識さ
れるだろうと思います。そして、そこで感じた
ロータリーの楽しさ魅力を、ぜひ友人や他の人
に語っていただき、ロータリーのお仲間へお誘
いしていただければと思います。
今回のこのＧＳＥの事業も、誰一人面識のな
いスウェーデンチームの受け入れ・派遣は、電
子メールのやり取りだけで行われています。こ
れはロータリーのバッジを付けた仲間が世界中
にいるからこそ出来るのです。不思議な、そし
て何と魅力的な世界だと私は思います。
本日はご清聴ありがとうございました。

次年度ガバナー補佐 挨拶

羽幌ＲＣ 實藤 吉信様
２０１０～１１年度のガバナー
補佐を務めさせていただき
ます羽幌クラブの實藤です。
今年度の田中ガバナー補佐
の後を引き継ぎまして、一
生懸命やらさせていただき
たいと思っております。田中先生の足元にも私
は及びませんが、第１グループの皆様と一緒に
ロータリークラブの原点である愛を持って、こ
の任に当たりたく思っております。ロータリー
は単年度不連続性の面が大変強いと思いますけ
れども、連続性という原点に返りまして、皆さ
んのお力とご支援とご理解を賜りながら、邁進
致したく思っておりますのでどうぞよろしく、
ご叱咤・ご協力・ご理解の程を重ねてお願いし

ます。なおこの場をお借りしまして、私の年度
の時のＩＭを２０１０年１１月１４日（日）羽幌ロータ
リークラブのホストのもとで開催致したく予定
しておりますので、ここでご報告、発表させて
いただきます。以上をもちまして私の挨拶とさ
せていただきます。よろしくお願いします。

略歴：昭和１６年１１月３日生まれ
職業分類：生花販売

有限会社 東京花屋
代表取締役

ロータリー歴：
１９７９年羽幌ＲＣ入会
１９９２～９３年度会長
マルチプル・ポールハリスフェロー
第３回米山功労者（マルチプル）

＝ＧＳＥメンバー紹介＝

リーダー：カトリーヌ アンダーソン
ボラスＲＣ所属（２００２～０３年度会長）
１９５５年１月２８日生まれ
会社経営 衣料品卸・小売

団 員：サラ ストール
１９７７年４月１５日生まれ
観光協会勤務 課長職

団 員：カタリーナ ブラッド
１９８１年１２月１５日生まれ
企業企画支援 課長職

団 員：カミラ ブラス マナスタル
１９８０年２月１２日生まれ
車両製造 ボルボ社工場リーダー職

団 員：デニス ラーセン
１９８３年１２月１日生まれ
経営者教育
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